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“い っ し ん”  
講師 ; 山形県副知事 

 日 野 雅 夫氏 
                 

  ・ 10 月 14 日『モーニングセミナー』から・ 

★「山形改革」のため、庁内で改革運動を展開中。キャンペーン・ネーミングが「いっしん」。 

★山形県、「人口減少」が最大の課題。 → 来年度には 123万人をきる見通し 

一人の女性、一生涯の出産数、1．25人/全国。県内は 1.39人とまだ高い方ではあるが・・・。 

「国勢調査」、5年前と当年データから推定すると、当県、100年後は 20万人、2030年、県内 100万人 

を下回り、93万人という推計あり（出生数、昭和 20年 4.4万人、2～3年前から 1.0万人を切っている）。 

2000年と比較しても、1,500人減少。 

1学年分、40数校の学校も不要となる。 

★全てに人口が減少すると影響が出る → 医者が減る。 

  産婦人科、24時間営業である為複数の医者が必要。しかし、商売上成立せず、且つ、マーケットとしても不足。 

  人口減少はいろんな面に影響及ぼす。 

県内も 2,600 の集落が無くなると言われる。現にとなりの秋田県、年に 200集落無くなっていると言われている。 

☆県として、 

1.人口を減らさないためにどうするか？  子育ての出来る山形県。 

2.若者定住対策。 今まで、働く場所の誘致を勤めてきたが、若者は都会志向。 

              発想を変える → 若者が定住できる地域作り。若者を尊重する地域作りを目指している。 

         例：「寒河江スケートボード公園」。東北最大の施設、運営を若者に一任。結果、県外客も呼び込んでる。 

  事例：徳島県上川町 ； 谷間の町であるが、若者の意見を採用、ゴミの収集分別、33 に実施、成功。 

    自分のポジションがあって、主張が認められ、達成感があること。 → いろんなことで活躍してくれる。 

    おばあちゃんまでイキイキした生活をしている。 結果、医療費も 10万円ほど全国より低い。 

☆団塊の世代 → 山形での交流、インターネットで呼びかけ。→ 都会にお手伝いいただく。 

            「スマイル山形」 Ｈ/Ｐタイトル 

               ↓  

             住 笑顔 

☆100年前の人口、80万人。では、100年後の世界に何を残すべきか？ 

哲学者、内山節立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科教授、 

1. 自然の恵みを無視してはならない。 

2. 農業中心の第一次産業。 

3. 手仕事の社会は成立。 

4. 何時の時代も、暮らしを作る労働はある。 

5. 人間は共同性を必要とする。 → 再創造をしていかねばならない。 

 



 

☆「教育基本法」の見直し → 子供たちの育成 ← 社会の「絆」が崩れつつある。 

① .テリトリーがある。 

② .人間性関係（かかわり）がある。  →    家庭がある →  失われつつある。 

                                ↑ 

「個食」の世界 

☆「食育」 朝ご飯を食べることの重要性。   

①.コミュニケーションが生まれる。 

②.礼儀作法が学ばれる。 

③.関係者の健康確認が出来る。 

④.味わうなかで、季節感、食器のモノづくりなどを学べる。 

☆哲 学  「魂」の世話をすること。 

① 人間的な健康 

② 社会的な健康 

③ 「魂」の健康  ← これを教えてくれるところがない。 昔の先生は教えてくれた（道徳） 

「生きる」がある。ゴキブリに学べ。 

よりよき「教養」 → よりよく生きること。 「良い社会」 よりよく生きることが出来る社会 

「魂」・「倫理」、「道徳」、「いっしん」の運動の中で展開していきたい。 

☆県が目指す未来づくり。 ⇒ 若者が山形に住んで、「芽」が出来るもの、しっかりと形にしたい。 

・山辺ニット業界をつぶしたのは、我々人間。  → 高くて買えない、ユニクロで求める。 

  ・市民が生産者とジョイントしないから起きる。 

・農家は地域の方々と面と向かって対話をしていく必要あり。 

        ⇒ 消費者がもっと農家に注文を出してほしい。なかなか農家は言うことを聞かないのが現状。 

           県民の食費、4,000億/年間、1％でも 40億円の重みあリ。 

1回出来たレールのひきなおし、ナカナカ困難、しかし、向かっていく。 

 

 

☆12月 2日(土)  講師 （株）千歳建設         千 歳 栄 氏  

                        テーマ 「山形の精神風土に思う」 

☆12月 9日(土)  講師 蔵王倫理法人会副会長   浦 山 敏 夫 氏  

                                              テーマ 「ホテルの 24時間・365日」 

12月のモーニングセミナー予定  ☆12月 16日(土) 講師 北海道東北方面副方面長  川 又 久 萬 氏  

                                              テーマ 「心を鍛える」 

☆12月 23日(土) 講師 （株）山形コミュニティ新聞社  吉 村 哲 郎 氏  

                                              テーマ 「未 定」 

☆12月 30日(土) 講師 蔵王倫理法人会専任幹事  前 盛 直 人 氏  

                                              テーマ 「倫理と我社の社員教育」 

                               

☆12 月 7 日(木) 『家族クリスマス会』開催！☆ 
 山形市蔵王倫理法人会主催で、上山市倫理法人会会員も加わり、会員親睦「クリスマスパーティ-」です。会員と社員様、

ご家族様、多数の皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。 

   日時 ； 平成 18年 12月 7日木曜日 pm6:30～。 場所 ； 山形グランドホテル 山形市本町 1-7-42。 

   会費 ； 会員 お一人 3千円（社員様も同額）、ご家族様 2千円（但し、小学生以下は千円）。 

                ご出欠は、11月 30日木曜日まで事務局へ、ＦＡＸでご連絡願います。 

 


